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2018年4月4日 

報道関係各位 

日本化粧品工業連合会 

 

化粧品の自然・オーガニック指数表示に関する業界ガイドラインを制定 

 

【概 要】 

日本化粧品工業連合会（粧工連：会長小林一俊（株式会社コーセー代表取締役社長））は、

自然・オーガニックを訴求した化粧品について消費者にわかりやすく情報提供する観点から、

「ISO 16128 に基づく化粧品の自然及びオーガニックに係る指数表示に関するガイドライン」

を作成致しました。本ガイドラインによって自然・オーガニック指数表示を導入することによ

り、消費者の理解が深まるとともに、適切な情報に基づいて商品を選択することができるよう

になることが期待されます。 

 

【背 景】 

自然・オーガニック化粧品市場は世界的に成長を続けており、自然やオーガニックを訴求し

た化粧品への世界的な関心が高まっていますが、その定義や解釈は地域や認証機関によって

様々であり、消費者は同一基準に基づいて商品を比較することができませんでした。そこで、

2010年、International Organization for Standardization（ISO: 国際標準化機構）のTC217

（「化粧品」に関する技術委員会）の、ワーキンググループ4（ISO/TC217 WG4 terminology:用

語）において、化粧品の自然及びオーガニックに係る基準の検討が始まりました。2016年2月

には ISO 16128 Part 1「原料の定義」、2017 年 9 月には Part 2「原料及び製品の基準」が

International Standard(IS: 国際標準）として制定されました。 

なお、ISO 16128 は、その化粧品が自然化粧品あるいはオーガニック化粧品かどうかを判断

するためのものではなく、化粧品の自然指数・オーガニック指数等をそれぞれ定義し、化粧品

中の自然及びオーガニック成分の比率の計算方法を示すものです。 

 

【粧工連の取り組み】 

粧工連は、化粧品の自然・オーガニックに係る国際標準の制定や日本における普及・啓発に

長年にわたって積極的に取り組んできました。ISO/TC217 WG4 にも積極的に参加し、日本の意

見を国際標準の内容に反映させ、その制定に大きく貢献しています。 

粧工連では、ISO 16128 の制定を契機として、消費者にわかりやすく情報提供するため、化粧

品企業向けの「ISO 16128 に基づく化粧品の自然及びオーガニックに係る指数表示に関するガ

イドライン」を制定し、日本における表示要件の統一を推進することとしました。今後、消費

者は、本ガイドラインに基づく表示を見て商品を選択することができるようになります。 

粧工連は、経済産業省生物化学産業課の協力の下、化粧品産業の健全な発展のための活動を

進めてまいります。 
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【本ガイドラインの概要】 

本ガイドラインは、ISO 16128に基づき、指数を製品に表示するためのルールです。 

表示される指数は、使用原料の由来や処理方法（化学合成過程の有無等）により、以下の４つ

があり、それぞれ水を含むか水を含まないかが合わせて表示されています。 

自然指数    水を含む または 水を含まない 

自然由来指数    水を含む または 水を含まない 

オーガニック指数  水を含む または 水を含まない 

オーガニック由来指数  水を含む または 水を含まない 

さらに「ISO 16128準拠」等、ISO 16128で規定された計算方法で算出した指数である旨が併記

されています。 

具体的には、「指数の種類」「指数（％）」「指数計算に水を含める/含めない」「ISO 16128準拠」

の4点を製品上に記すことを定めています。 

 

（製品の表示例） 

 

＊なお、これらの表示例はあくまでも参考です。 

これらの指数は、自然・オーガニック化粧品（原料を含む）の安全性や品質について規定

したものではありません。また、任意表示のため、すべての製品に表示されるものではあ

りません。 

以上 

 

 

 

 

※このニュースについてのお問い合わせは、日本化粧品工業連合会 坂口、神戸（かんべ）、内山ま

でお願いいたします。（TEL03-5472-2530）  

 

オーガニック指数20%（水を含まない） 

（ISO 16128準拠） 

自然指数92%（水80%を含む） 

ISO 16128準拠 


